
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和３年度学校評価 結果・学校関係者評価

５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践
●学力向上対策評価シートに示したマイプラン
の成果指標を達成した教師90％以上

・教職員間で、マイプランを共有するとともに、校
内研修などにより、取組の促進を図る。

B

・学力向上対策評価シートに示したマイプランの意識付けに個人差がある。共通の取り組みであ
る「『金立小学校　学習の約束』を各教室に掲示し、児童とめざす姿を共有し、一年間を通して学
習の約束を意識する」ことに関してはできたが、やや形骸化している。「マイプラン」を共有するこ
とが取組の促進にはつながっていない。 A

・今年度の学力検査結果は、全国平均を上回っていることや、保護者アンケート結果からも、学
力向上に対する取り組みがあったと思われ、今後も期待したい。
・様々な面から研究され、工夫した授業がなされている。

○授業力の向上 ○「金立小学校　学習の約束」を守ることができ
る児童が95％以上
○「授業が分かりやすい」と回答する児童が95％
以上

・「金立小学校　学習の約束」を学級に掲示し、
学級で取り扱う。
・「授業づくりチェックシート」を活用し、授業を行
う。

B
・「『金立小　学習の約束』を守っている」と回答した児童は90％、「徹底を図っている」と回答した
教職員は92％であった。
・「授業が分かりやすい」と回答した児童は94％、「分かる授業づくりができている」と回答した教
職員は96％であった。「授業づくりチェックシート」を日常的に活用していく方法に課題が残った。 A

・一人一人の能力に応じた授業がなされていて、分かる授業づくりに努力されている先生方の姿
が感じられる。
・どの学年とも授業において、活発に意見・発表をしていて、授業を受ける子どもたちの明るい雰
囲気が伝わってくる。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他者
への思いやりや社会性、倫理観や正義感、感動
する心など、豊かな心を身に付ける教育活動

○人権教育の計画的な取組を行う。
○学校生活アンケートの道徳に関する項目にお
いて、肯定的な回答をした児童を９０％達成を目
指す。
○児童の読書量を各学年目標冊数の９０％達成
を目指す。

・毎月第３木曜日に人権集会または、人権教室
を行う。
・学校全体で道徳の別葉を作り、実施する。
・授業参観で「ふれあい道徳」の授業を行い、保
護者への啓発を図る。

B

・人権集会を人権教室に変更し、計画した回数を実施することができた。
・「ふれあい道徳」は実施することができなかったが、学習の様子を学校だよりや学級だよりで保
護者に知らせることができた。
・どの学年も道徳の授業は、別葉に沿って実施することができた。
・図書の年間目標冊数達成率は、低学年53.4％、中学年89.4％、高学年47.5％であった。・ A

・「心の教育」は、人と人がふれあう中でしか育たないことであるため、体験によって感じるチャン
スを意図的に計画されている。
・本年度は、コロナ感染拡大防止のため、十分に子どもたちと接することができなかった。しかし、
校外での子どもたちの端々に、思いやりの心が見られた。学校における心の教育が浸透してい
る。

●いじめの早期発見、早期対応体制の充実 ○「生活と心のアンケート」を行い，いじめの未然
防止及び早期発見・早期解決に努める。
○「学校評価アンケート」を通して，「学校が楽し
い」と答える児童９５％にする。

・グループ学年を中心に複数の教員で児童に関わる。いじめ
につながる言動の早期発見，早期対応に努める。
・毎月の「いじめ・いのちを考える日」に「生活と心のアンケー
ト」を実施し，気になる児童について情報を把握し，解決を図
る。
・いじめをしない，いじめを許さない児童を育てると共に，支持
的風土のある学級作りをする。

A

・子ども支援会議や「生活と心のアンケート」などを通し、全職員が共通して、気になる児童の把
握やいじめの早期発見に努めることができた。
・特に気になる児童については、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーなどに速や
かにつなぐことができた。
・いじめや教育相談等に関わる児童への学校評価アンケートでは、平均して、よい評価が９５％を
超えていた。

A

・定期的にアンケートを実施することで、意識が薄れたり、悪化することがすくなくなると思われ
る。
・小規模校の特色を生かし、いじめ等の未然防止・早期発見の体制がしっかりしており、対象児
童もいない状況をこれからも維持してもらいたい。
・金立小の子どもたちは、礼儀正しくて、明るく元気であり、いじめの現状に遭遇したことはない。
また、その噂を聞いたこともない。

◎自らの夢や目標の実現に向けて努力する気
持ちを高める教育活動の推進

○ふるさと「金立」に愛着をもち大切にしようと回
答する児童９０％以上

・金立町の教育資源や人材等を活用した「金立郷土カ
ルタ大会」や「金立探検隊」などを通して、ふるさと「金
立」のことを知り、愛着をもつ。
・「千の花の会」との植樹や「美化美化大作戦」など地
域とつながる学校の魅力づくりプロジェクトを実施す
る。

A

・「ふるさと金立町を大切にしようと思う」と回答した児童は約97％であった。感染症拡
大防止のため、様々な行事をどのようにすれば行うことができるのかを模索したこと
で、日常のありがたさ、ふれあいの大切さを知るきっかけとなった。

A

・長年継続されている「金立郷土かるた大会」を通じて、興味・関心を広げて自然に身に付く取り
組みがされている。
・来年度から、コミュニティスクール校に指定され、益々、地域との連携協働に取り組むことが大
切だと思われる。
・金立まちづくり協議会・PTAとの連携行事である「金立郷土かるた大会」「金立探検隊」は定着し
ている。学校と地域との連携を通して、故郷郷土を愛する心が育まれていけばすばらしいことで
ある。

❶「運動習慣の改善や定着化」

❷「望ましい生活習慣の形成」

❶授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週
間で４２０分以上の児童７０％以上を目指す。

❷朝食摂取率９０％以上を目指す。
給食後の歯磨きを100％を目指す。

・「さわやかタイム（縦割り活動）」を実施し、戸外
での運動を推奨する。・
・給食便りで朝食の必要性や給食献立について
伝える。年３回、朝食についてのアンケートを実
施する。
・養護教諭や栄養職員、歯科校医等と連携して、
食育や健康に関する指導や授業を行う。

A

・保健タイム「歯科保健」後の歯磨きチャレンジで給食後の歯磨き全クラス達成。今年度は、歯・
熱中症・目・感染症について4回の保健タイムを実施後、5・6年生アンケートで、保健指導の内容
が「分かった」「だいたい分かった」答えた児童が98.6％であった。
・外部講師の授業が、年間6回実施済み。
・年３回の朝食アンケートは実施できなかったが、年２回「早寝早起き朝ごはん」のアンケートによ
り、,朝食摂取率９０パーセント以上達成できた。
・コロナ感染予防を意識した、体育の学習を行うことができた。

A

・全学年で刺激し合い、憧れや慕い、また、教授する気持ちなども育つ活動となっている。
・昼休みには、運動場で大勢の子どもたちが元気に遊び回っている。ほとんどの児童が、進んで
運動したり、体力づくりを心がけている。
・学校と保護者との連携で、子どもたちの健康づくりに推進されていることを感じる。朝食の励行
をはじめ、規則正しい摂取が大切。

●業務効率化の推進と時間外勤務時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。

・共有フォルダを利用して、様式や業務データの
共有化を行い、効率的な業務遂行に努める。
・定時退勤日の設定（金曜日）するとともに、定時
退勤日以外の日も退勤時刻を徐々に早められる
よう、声掛けをしていく。 B

・時間外勤務は、職員の意識が少しずつ浸透し、自己管理ができる職員が増え、19時には、ほぼ
全員が退勤するようになった。
・毎週金曜日を「定時退勤推進日」として黒板に明記することで，優先順位を考え業務を遂行する
ことができ，退勤時間が早まることにつながった。
・年次休暇の取得状況については、昨年度と大きな変化が見られていない。
・各自の勤務時間をPCで入力することにより，業務改善の意識が高まった。

B

・勤務時間＋２時間以上の仕事をされていることを知り、改善策を要すると思う。
・学校で完結できるものと、できないもの、地域にお願いできるもの等の検討も必要だと思う。
・職場環境の充実により、楽しく教育に意欲がもてる環境こそ大切だと思う。元気な先生方や子ど
もたちを見ると、金立小学校はすばらしい環境だと思う。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○一人一人の児童を大切にする指導･支援の充
実

○特別支援教育に関する研修会を行う。

○金立特別支援学校との交流活動を行う。

・年間３回以上研修会を行い、教員の専門的知識を深
める。
・事例研究等で児童理解に努めて、個に応じた指導・
支援を行う。
・各学年、特別支援学校と綿密な計画を立て、年１回
ずつの交流を行う。

A

・2月に、書籍をもとに、発達障害のある子どもたちの将来について研修した。
・毎月、全職員で気になる児童や配慮を要する児童の共通理解を図った。いろいろな職員が積極
的に児童や保護者に関わり、必要な指導や支援を行った。
・特別支援学校との交流は、ビデオレターや手紙のやり取りなどをして、全学年交流することがで
きた。

A

・コロナ禍の中、制限がある中でも情報交換、保育参観してもらった。
・本年度もコロナ感染拡大の影響で、十分な連携教育は伝わってこなかったが、過去の取り組み
の蓄積結果において、成果が維持されている。

○幼保小中連携

○雄飛学園教育構想による金泉校区の教育推
進

○幼保小中連携協議会や雄飛学園教育研究会
において，職員の交流や連携を図る。
(連携協議会３回、合同会議、研修会１０回程度）

・小中連携の雄飛学園教育や金泉中に入学する仲間意識を
高める小小連携交流活動を実施する。
・長期休業中や参観日等、職員の参観・体験活動を計画的に
実施する。
・職員の合同会議・合同研修を行い、雄飛学園教育の取り組
みを３校合同で推進する。

B

・中学校区内３校で組織する雄飛学園教育において、例年であれば各専門部が中心となり小中
連携・小小連携を行うのだが、今年度もコロナ感染予防対策のため、児童同士の交流や中学生
との交流は十分にできなかった。園児との交流をできる範囲で行うにとどまった。
・職員同士の交流（授業研究会参加を通しての系統的な学力向上）についても，コロナ感染症予
防対策のため、計画していた連絡会等を行うことができなかった。電話連絡等、必要最低限の情
報交換にとどまった。

B

・コロナ感染拡大のために、連携教育が十分に発揮できず、残念である。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

５ 総合評価・
  次年度への展望

・校内研究の取組の一つとして「授業づくりチェックシート」の共通理解を図り、チェックシートを活用した研究授業を全員行うことができた。
・日頃から、学級内の人間関係づくりにおいて信頼関係の構築に力を注ぎ、学級・学年の状況やつながりをより豊かなものにしていくことができた。今後も定期的にアンケートを実施することで、「いじめ」の早期発見・事案対処に万全を尽くしたい。
・今年度も、コロナ禍のため、地域との交流が例年通りにはできなかったが、人数制限や規模を縮小しながら、実施することができた。次年度は、地域との関わりを深めていくために、「開かれた学校づくり」の充実を図り、保護者や地域の方の意見や思いをより多く取り入れながら、地域との絆の構築に努め、「コミュニティス
クール」に取り組んでいきたい。
・「働き方改革」については，個人差はあるものの残業時間の短縮など一定の効果をあげることができた。今後さらに，全職員で効率的な業務推進に取り組む意識をもつことができるように、日々の業務について研修を深めて推進していく。また，ＩＣＴ機器の活用や共有フォルダ運用をさらに推進して業務の効率化を目指し
ていく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１ 前年度
  評価結果の概要

・校内研究の取組の一つとして「めざす児童のすがた」の共通理解を図り、各学年・学級で手立てを講じ、かく、話す、聞くのそれぞれの到達度は、平均的に８割程度に達することができた。
・学級内の人間関係づくりにおいて日頃からの信頼関係の構築に力を注ぎ、学級・学年の状況やつながりをより豊かなものにしていくことができた。今後もあらゆる教育活動を通して、全教職員の共通理解の下で，「いじめ」の早期発見・事案対処に万全を尽くしたい。
・今年度は、コロナ禍のため、地域との交流ができなかったが、次年度は、地域との関わりを深めていくために、「開かれた学校づくり」の充実を図り、保護者や地域の方の意見や思いをより多く取り入れながら、地域との絆の構築に努め、令和４年度の「コミュニティスクール」に向けて、準備を
進めていきたい。
・「働き方改革」については，個人差はあるものの残業時間の短縮など一定の効果をあげることができた。今後さらに，全職員で効率的な業務推進に取り組む意識をもつことができるように、日々の業務について研修を深めて推進していく。また，ＩＣＴ機器の活用や共有フォルダ運用をさらに
推進して業務の効率化を目指していく。

２ 学校教育目標 志⾼く  ⼼豊かに  学ぶ⾦⽴

３ 本年度の重点目標
①⾃分を⼤切にし、⼈を⼤切にする⼼の育成                 ③体⼒の向上を目指した取組の推進    ⑤幼保⼩中連携の取組〜雄⾶学園教育
②学⼒の向上〜校内研究（算数科）に沿った継続的な実践           ④個別の⽀援を要する児童への⽀援

学校名 佐賀市立金立小学校

４ 重点取組内容・成果指標


